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くらしＳＯＳ相談会実行委員会と白石区社保協の共催で初開催の相談会が、10/21（日）に白石区の菊水ビ
ルで行われ、弁護士・司法書士をはじめ、医療・介護・生活・年金・住まい、教育等の相談員と支援スタッフ
32人が参加。会場には13人、電話で2人から相談がありました。民商婦人部の炊き出しもありました。

相談者は女性が多く、法律関係が10、生活4、雇用１、医療２、住まい２、金融税金２件の相談がありまし
た。生活保護を受けているが車がないと仕事ができないのでどうしたらよいか、弟が保護を受けることにな

り、扶養について文書が
来たがどうしたらよいか
等の相談がありました。

また住まいや法律の関
係では、自分や親の認知
症の発症を心配した家や
土地の譲渡や処分につい
ての相談が増えているよ
うです。

より良い保育を！街頭ロングラン宣伝行動
消費税増税反対！子ども子育て支援法では子

どもの権利は守られない！

１０月２７日（土）13時～16時

大通西３丁目

イメージカラーは黄色です

札幌保育連絡会・保育労組・道保育連

財務省～医療・介護の改悪案、厚労省～生活保護制度の改悪

財務省は10月15日開催の財政制度審議会・財政制度分科会で医療・介護の改悪計画を出しています。●70～

74歳の負担の見直し→2倍にする、●市販類似薬品―ビタミン剤、うがい薬、湿布などをあげ保険適用除外や患者

負担引き上げ、●介護保険利用料を医療保険並みに引き上げ～1割→2・3割、●軽度者（主に「要支援」）の生活

援助の見直し→廃止、特に生活援助サービスの64％が掃除であり身の回りの世話だけになっていると攻撃。

厚労省社会保障審議会の特別部会では生活保護の改悪検討を進めており、●就労強化→就労の強制、●健康･生

活面の改善支援～受給者の生活を細かくチェックして規制、●医療扶助の適

正化～医療扶助を抑制する、などが出され、生活保護基準そのものの切り下

げも計画されています。

年金は今年10月からの2.5％削減を阻止できたものの、先の通常国会閉会

間際に継続審議に持ち込まれ、今後の国会で改悪案を通して2014年からの

切り下げがねらわれています。

国民的な運動で社会保障改悪の動きに反撃を！

各団体では、年金者組合は10.15年金支給日宣伝で年金改悪反対を訴え

（写真右）、東友の会で弁護士を講師に生活保護の学習会（写真下左）、民

医連・勤医協では訪問行動で医療費負担軽減・消費税増税反対の署名（写真

下中）、勤医協在宅では毎週金曜日昼に大通で介護保険改善の宣伝署名（写

真下右）などが取り組まれています。


